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3.日本テクトロニクスのカーブ・トレーサ

3－1） はじめに

  テクトロニクスでは 1957 年 3 月に 575 型セミコンダクタ・カーブ・トレーサを発表し

ましたが、一般市販品としては、これが世界最初のカーブ・トレーサでした。

当時、まだ幼年期にあった半導体のめざましい発展とともに、1969 年に 576 型カーブ・ト

レーサを開発して以来、長期にわたって多くの半導体工場において標準計測器として採用

されてまいりました。

1986 年には、さらなる時代の要求に応えデジタル・ストレージ等の新機能を搭載した 370

型、続いて 372 型、370A 型、371A 型を発表。

さらに、1992 年には SMU 方式による新しい概念をもつ、372 型セミコンダクタ・ワークベ

ンチを、1995 年にはデバイスの高耐圧化、高電流化に対応した UCT371A 型を発表し現在に

至っています。

      

    type

  

 maximum voltage

   

   peak current peak current(pulse)

***576      1500 V       10 A       20 A

***577 D1/D2      1600 V       10 A       20 A

***370      2000 V       10 A       20 A

***371      3000 V       40 mA      400 A

370A      2000 V       10 A       20 A

371A      3000 V       40 mA      400 A

371A op9W      3000 V       40 mA     1000 A

371A modHV1      5000 V       20 mA      400 A

371A modXP1      5000 V       20 mA     1000 A

***372 op2F 　　**200 V    * 400 mA        5 A

***372 op5C     ** 200 V    * 500 mA       10 A

***571       100 V        2 A       ------

UCT371A      8000 V     500 mA     2000 A

   *は電流     **は定電圧   ***は販売中止





a)コレクタ・サプライ

    サイン波の全波整流波形、非整流AC 波形、または DC 電圧を発生することができます。

振幅は「MAX PEAK VOLTS」スイッチと「VARIABLE COLLECTOR SUPPLY」のつまみにより、

連続的に可変できます。極性は「POLARITY」スイッチで切り替えます。

また、「MAX PEAK POWER WATTS」スイッチにより、被測定デバイスにかかる最大ピー電

力を制限することができ、誤ってデバイスを破壊することを防げます。

b)ステップ・ゼネレータ

    １ステップの電流または電圧は、「STEP AMPLITUDE」つまみで可変でき、そのステッ

プ数は「NUMBER OF STEP」スイッチ等により、０段（トレース１本）から１０段（トレ

ース１１本）まで切り換えられます。

出力モードはバイポーラ・トランジスタ用に「CURRENT」、FET 用「VOLTAGE」の選択が

できます。極性は「POLARITY」により、コレクタ・サプライとは別々に設定できます。

  またステップ全体の DC オフセットは「OFFSET]で調整します。

パルスモードは「LONG」(パルス幅　約300us)と「SHORT」(パルス幅約 80us)の２種類で

す。

c)シリーズ抵抗

    コレクタ・サプライからの直列抵抗を切り換えて、被測定デバイスにかかるピーク電

力を制限します。その抵抗値は「MAX PEAK VOLTS」と「MAX PEAK POWER WATTS」によっ

てきまります。（下表参照）

　 　　16V 　　80V 　　400V 　　2000V

　220W  0.26 ohm    6.4 ohm   160 ohm    --------

　 50W   1.3 ohm    32 ohm   800 ohm    20K ohm

   10W   6.4 ohm   160 ohm    4K ohm   100K ohm

    2W   32 ohm   800 ohm   20K ohm   500K ohm

   0.4W  160 ohm    4K ohm  100K ohm   2.5M ohm

  0.08W  800 ohm   20K ohm  500K ohm  12.5M ohm







i)水平軸アッテネータ

     電圧檢出のための分岐電流を電流検出抵抗に流さないよう工夫がなされています。

j)水平軸増幅器

     コレクタ電圧のほか、ベースまたはエミッタの電圧も見られます。

   コンフィギュレーションでコモンに接続されていない側がソースになります。

３－３）370A 型カーブ・トレーサの特長

a) デジタル・ストレージ

    ●明るく安定した特性曲線を表示。

●カーソルを使用した測定。

    ●特性曲線とフロントパネル設定の記憶。

    ●２つの特性曲線を同一画面上で比較。

b)アベレージ・モード、エンベロープ・モード

● 特性曲線のアベレージング（平均化処理）により、高感度レンジでのノイズの影響

  を押さえるのに有効。

● エンベロープ・モードは温度ドリフトなどによって生じる特性曲線の変化の最大値、

  最小値を表示。

c)リードアウト

    縦軸と横軸の感度、ステップ・ゼネレータの１ステップの値、１目盛当たりのベータ や

gm 等が CRT 管面にデジタル表示される為、測定時や写真撮影時に便利、くわえてミスを

防ぐことができます。

d)PNP でも NPN でも同一座標に表示可能

    表示座標だけを逆転させることができるため、 PNP でも NPN でも左下端基準の特性曲

  線を表示でき、コンプリメンタリペア等の測定に便利です。

　

e)ビームの位置を校正されたステップで変化

    ビームの位置を移動する際、校正されたステップで行なえるため特性曲線の一部を拡

  大して表示し、精密測定をしたいときに便利です。

f)コレクタ・サプライがAC や DC でも行なえる

    コレクタ・サプライを単極性の他に AC で加えることが出来る為、順方向と逆方向の特

性を一度に観測できます。基点は自動的に管面中央に移動します。さらに DC モードによ

り任意のコレクタ電圧の特性が１点だけ表示、測定できます。

 



g)リーケージ電流測定

    トランジスタやダイオードのリーケージ（漏れ）電流測定の際、縦軸の感度が 1000 倍

(1nA/div)になり、MAG 使用で 100pA/div の高感度となります。また、コレクタ電圧も 2000V

まで上がるのでブレーク・ダウン電圧などの場合も含めて、測定範囲が広くとれます。

h)ベース・ステップをパルスで加えることができる

    コレクタ・サプライがサイン波の整流波形のため、測定によっては素子の発熱があり、

特性曲線にループが現われたり、ドリフトしたりする場合があります。これを防ぐため

ベースに加える波形をパルスにし、コレクタ・サプライがピークに達したときだけデバ イ

スをアクチヴにし、あとはカットオフにしておいて発熱を押さえることができます。

I)ベース・ステップに校正されたDC オフセットを加えられる

    ベースのステップは 0段から 10段まで切り換えられますが、いずれの場合も校正され

た DC 電流又は電圧を加えることも、差し引くこともできるため、任意の特性曲線がえら

れます。

j)FET の測定が簡単

    トランジスタのベースへは定電流ステップですが、FET では定電圧ステップとなりま

す。スイッチひとつで電流モードと電圧モードが切り換えられ、極性もコレクタ・サプ

ライとは別々に選ぶことができ、さらにオフセットもかけられます。

 k)AUX サプライ

    補助 DC 電源を備え、サブストレートなどに電圧を供給できます。


